
8 月 31日に義援金の総額が５,０００万円を突破しました。ありがとうございました。 

でも、ここで立ち止まってはいけません。 

ろう者や関係者だけでも何百人という人が被災しています。小さなものから家や車といった

高価なものまで、多くの財産が失われました。それだけでなく、周囲の道路やお店など生活に

必要な様々な社会資源に被害が及び、震災前にはかからなかったいろいろな費用が発生してい

ることでしょう。 

目標７,０００万円に向けて、１日も早い、かつ息の長い支援を、よろしくお願いいたします。 
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  8 月 20 日に行われた手話スピーチコンテストで義援金コーナーを設置しました。来賓の

秋篠宮紀子様も足を止められ、熱心に展示をご覧になっていました。 

 全通研集会 in 大分でも、8 月 26～27 日の 2 日

間、同様にコーナーが設けられ、参加者の皆様から義

援金と応援メッセージをいただきました。 

 九州の仲間が交替で義援金箱を持ってコーナーに

立っていました。義援金は 10 万円を超えました。 

本当に有り難うございました。 

義援金コーナーの運営を担当した集会実行委員会、大分県救援本部、全通

研九州ブロックの皆さん、ご苦労様でした。心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

秋は、地域ろう協の大会など、行事をいろいろ予定されていることと思います。 

せっかくの機会です。ぜひ義援金コーナーを設けてください。 

 

♡♡♡♡ 貸し出します ♡♡♡♡ 

●３県が作ってくれた展示物。大きさは下記の通り。 

＜岩手 2枚 たて 165×よこ 79／宮城 3枚 79×161／福島（震災）86×82（原発）86×122＞ 

●現地被災状況収録（ＣＳ放送分）ＤＶＤ 

●救援本部ＨＰ応援メッセージＤⅤＤ 

                          詳しくは義援金担当まで 

 

 

９月２日現在 

集まっている義援金の額 

 

情報をお待ちしています。義援金担当：fax：03-3267-3445／E ﾒｰﾙ：info@jfd.or.jp 

集会で義援金コーナーを設置 


